















































































































しお もろもろ ひあ がちょう
が萎れたるを見たり。諸の池が干上がり，水が消失せるを見たり。ハンサ（驚鳥） ・クローンチャ
たいしゃ<しぎ くじゃく いんどほととぎす こうげんちよう
(帝釈鴫） ．マユーラ（孔雀） ・カラヴインカ（印度杜鵲） ．クナーラ（好眼鳥） ．ジーヴァンジーヴァ
ぐみようちょう らがい
力（共命鳥）などの鳥群の翼が切り落とされたるを見たり。ベーリー（太鼓） ．シヤンカ（螺貝5） ・













よど ほこり おお せく、き
体に汚れた衣服をまとえるを見たり。自分の頭が挨に蔽われ，青ざめて衰弱し,精気が奪われたる
りようぼう じゆうかく えんそう とうもん ぐん
を見たり。涼房．重閣・円窓．塔門などが塵俟に蔽われて，崩壊せるを見たり○彼（マーラ）の軍
域こして夜叉縦刹嶋藥茶乾闘婆の王たる者たち彼らの全てが,手で頭を捲えて12,瀞莅











5 「螺貝」 (Sarikha) とは「吹奏楽器の一種として用いられる法螺貝」である。
6 「など」 (adi)は東大主要写本に欠けているが文脈上もチベット訳によっても挿入すべきである。
7チベット訳は「顔に冷笑を浮かべて」という意味の訳文になっている。










































































































































いつとうしよ ごうしゃ かつちゅう ざか
カナヤ3‘! （一頭杵） ［など］を持ち，豪著な甲冑を身に着け‘頭･手足･眼が逆さまになり，頭･眼・












































































































































































































































































































































































































































にんにくりき よる(、 つ けんご しょうじん
忍辱力の鎧を著け，堅固なる精進の剣を持ち，













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































錨2｢清浄なる」 (viSuddha)に当たるチベット訳は「至高なる」 (dampa) となっており．梵文と合わない。
“｢白分」と「黒分」については．第19巻第1号所載の拙訳（註86)を参照されたい。
































































277｢胴体」 (runda)に当たるチベット訳は「人」 (mi) となっており．梵文と合わない。


































































282｢法王」 (dharma-raja) とは「正義の王」の意味であるが， インドではYama(閻魔）の称として用いられることが多い。
283｢劫火」とは「劫滅」 （一劫が終わり世界が破壊される時期）の終末に起こる「世界を焼き尽くす大火」である。
麹チベット訳には単に「金剛杵」と訳され． 「大」 (maha)に当たる訳語はない。





















































































































































































えん しようさ ない ろっこん くう






















2"｢我所」 (atmanIyaI=atmiyal) とは「我之所有の略」であり． 「自己の所有するもの」であると同時に「自己の所有する
もの（わがもの）という意識」を指す。仏教では「無我」を説くので， 「我（本体としての自己)」は存在せず． したがっ
て「我の所有するもの」も存在しないので， 「わがものという意識（我所)」は妄念であることになる。


































































































































321｢半月宝」 (ardha-candra) とは， 「梵和大辞典」によれば「半月形の雛（やじり）ある矢」であるが． ここでは「三日月
型をした装飾品の一種」と思われる(cfBHSD)。
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花や織善322参ji羅善3鯛総稽の呑末を雨と降らしめ，
もろもろ あ
諾の楽器を演奏しつつ，歓声を挙げたり。
｢敵を征服せる獅子よ，勇者よ，御身は樹下に坐したまえ｡324
この最勝の座において、慈心を以て邪悪なるマーラの大軍を打ち破り，
勇猛なる者よ， ［御身は］今日，菩提を得て，
ふぐぅ じゅうりき ひげぺん
不共なる（仏特有の）十力と， ［四］無磯辮（説法自在能力）と，
きょうが'、 しようとく
あらゆる仏陀の境界とを，今こそ証得したまわん」 ［と]・
じょうぶく ぼっぱつ
マーラ（悪魔）の調伏のために， ここに戦闘が勃発したる時
とうがくぼざつ かんけん
等覚菩薩3あ（成仏直前の菩薩）の力と剛勇とを観見せるところの．
コーティ ナユタ
三十六拘砥と，二十四那由多もの［多くの］者たち，
ぶつぽだい ほつがん
その者たちは．無上なる仏菩提326を心に発願したり． と［言われる]｡
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[以上］「降魔品」と名づける第21章なり。
3型｢沈水香」 (agaru)は「沈香」とも呼ばれる「簸上の香木の一種」である。
“｢多伽羅香」 (tagara)は「タガラと呼ばれる香木から採った香」である。
漣4この行は写本に混乱が見られ，文意不明である。チベット訳は「敵衆を征服せる勇者たちが御身を覆い包むべし」という
意味の訳文になっている。
漣5｢等覚菩薩」 (sambodhisattva)については，上註252を参照されたい。
326｢仏菩提」 (buddha-bodhi) とは「仏の菩提」の意である。「菩提」とは「仏．縁覚．声聞がそれぞれの果において得るさ
とりの智慧」をいい， 「この三種の菩提のうち．仏の菩提はこの上ない究極のものであるから阿褥多羅三覗三菩提（あの
くたらさんみやくさんぼだい）と名づけ．訳して無上正等正覚，無上菩提などという」 （法蔵館『総合佛教大辞典』1300
頁「菩提」の項目参照)｡
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